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第
五
回

「O
O
T
E
M
O
R
I

」

　
た
だ
い
ま
続
々
と
大
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
建
て
替
え
中
の
大
手
町
。
昨
年
春
に
本

竣
工
し
た
大
手
町
タ
ワ
ー
の
地
下
に
位
置

す
る
の
が
、
オ
フ
ィ
ス
街
の
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
場
と
な
っ
て
い
るO

O
T
EM

O
RI

だ
。

　
以
前
、
こ
の
大
手
町
タ
ワ
ー
の
場
所
に

は
旧
富
士
銀
行
本
店
ビ
ル
と
大
手
町
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
建
っ
て
い

た
。
再
開
発
さ
れ
た
大
手
町
タ
ワ
ー
は
地

上
三
十
八
階
・
地
下
六
階
建
て
。
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
ほ
か
、

世
界
的
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
・
ア

マ
ン
東
京
も
入
居
し
て
い
る
。

　
ビ
ル
の
敷
地
は
、
大
手
町
駅
を
通
る
地

下
鉄
五
線
の
駅
に
囲
ま
れ
る
絶
好
の
立
地
。

　O
O
T
EM

O
RI

の
中
心
に
位
置
す
る

広
場
は
、
地
上
階
ま
で
吹
き
抜
け
で
外
光

が
差
し
込
む
。
光
が
あ
ふ
れ
、
魅
力
的
な

店
舗
が
ひ
し
め
い
て
い
る
空
間
に
、
地
下

道
を
行
き
来
す
る
人
々
は
次
々
と
引
き
込

ま
れ
て
く
る
。

　O
O
T
EM

O
RI

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

ず
ば
り
こ
の
大
手
町
で
働
く
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
。
大
企
業
の
専
門
職
や
外
資
系
金

融
で
働
く
女
性
が
多
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
豊
か
で
感
性
が
高
い
彼
女
た
ち
の
眼

鏡
に
か
な
う
店
舗
を
揃
え
た
。

　
昼
時
、
行
列
が
で
き
て
い
る
の
は
韓
国

家
庭
料
理
、
生
パ
ス
タ
、
野
菜
が
食
べ
ら

れ
る
カ
レ
ー
な
ど
の
店
。
店
内
に
は
や
は

り
女
性
客
が
多
い
。
一
方
、
一
口
餃
子
の

店
は
男
性
客
を
集
め
て
い
る
。

　
以
前
は
富
士
銀
通
路
と
呼
ば
れ
て
い
た
、

東
西
線
の
大
手
町
駅
か
ら
、
丸
ノ
内
線
・

半
蔵
門
線
大
手
町
駅
に
至
る
地
下
道
沿
い

に
は
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ス
メ
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
店
舗
が

並
び
、
お
し
ゃ
れ
で
楽
し
い
雰
囲
気
。
こ

の
一
画
の
店
舗
構
成
は
、
駅
ナ
カ
商
業
施

設
を
意
識
し
た
と
い
う
こ
と
。
そ
う
言
え

ば
今
ま
で
こ
の
地
下
鉄
巨
大
駅
・
大
手
町

駅
に
は
、
本
格
的
「
駅
ナ
カ
」
が
な
か
っ

た
。
建
て
替
え
が
進
み
、
地
上
で
も
変
貌

し
つ
つ
あ
る
大
手
町
の
地
下
で
最
先
端
の

商
業
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
地

下
街
の
よ
う
だ
。
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　O
O
TEM

O
RI

の
あ
る
大
手
町
タ
ワ
ー
敷

地
内
に
、
自
然
林
と
見
紛
う
よ
う
な
「
大
手

町
の
森
」
が
あ
る
。
ビ
ル
の
竣
工
三
年
以
上

前
か
ら
、
千
葉
県
君
津
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
一
部
を
生
育
し
、
土
壌
改
良
な
ど
を

重
ね
た
う
え
で
大
手
町
に
移
植
。
都
心
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る
役
目

も
担
っ
て
い
る
。「
森
」
は
、
地
下
に
あ
る

O
O
TEM

O
RI

か
ら
も
吹
き
抜
け
を
通
し
て

見
え
、
憩
い
の
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
。

地
下
街
コ
ラ
ム


